
令和３年１１月９日(火)

山口県立大学将来構想検討委員会
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資料１

県内企業・団体・自治体・高校等
との連携強化について



企業等連携協定先一覧
協定先 協定締結日 主旨・目的

宇部蒲鉾（株） H23/8/1
人的・知的資源の交流及び活性を図り、相互に協力して地域
の活性化に寄与

(福)恩賜財団済生会支部
山口県済生会

H25/3/26
社会福祉実習教育を通じて地域福祉の増進及びソーシャル
ワーカー養成を目的とした協力関係を形成し、地域の総合的
な福祉の発展に寄与

(公財)山口きらめき財団 H25/4/1
地域課題の解決や地域再生・活性化等に資する取組を通じて
県民活動の活性化や人材の育成を図る

(地独)山口県立病院機構 H25/10/29
看護、栄養管理、社会福祉等の
教育及び共同研究等を通じて
双方の総合的な発展に寄与

山口ケーブルビジョン
(株)

H25/12/5
大学が行う事業に対して、山口ケーブルビジョンが所有する
施設の一部を使用させることを通じて地域貢献を行う

レノファ山口ＦＣ H28/10/11

人的・知的資源の交流及び活用を
図ることで相互の進展を目指すと
ともに、地域社会への貢献を図る
※山口FC U-18選手の栄養調査・指導等

総合病院山口赤十字病院 R2/2/21

看護師、保健師、助産師、管理栄養士、
社会福祉士及び精神保健福祉士の養成
や、地域医療及び地域保健福祉活動の
質の向上に向けた教育、共同研究等の
取組を通じて、地域における保健・
医療・福祉の発展に寄与 2



自治体・高校等連携協定先一覧
協定先 協定締結日 主旨・目的

野田学園高等学校 H19/1/17
相互に連携し、交流を深めることにより、両校における教育
内容の充実と学生及び生徒の資質の向上を図る

山口市 H20/2/19
人的・知的資源の交流及び活用を図り、相互に協力して地域
と大学の活性化に寄与
※受託研究・受託事業等の実施

防府市 H24/3/22
双方が持つ「知的」「人的」「物的」財産を有効に活用し、
人もまちも元気あふれる地域社会の創造と相互の発展に寄与
※受託研究・共同研究等の実施

山口県立華陵高等学校 H24/12/20
双方の英語教育の内容の充実に資するとともに、グローバル
人材の育成に向けた学生及び生徒の資質・能力の向上を図る

山口県立宇部高等学校 H26/5/19
相互に連携し、交流を深めることにより、両校における教育
内容の充実と学生及び生徒の資質の向上を図る

長門市 H30/11/5
人的・知的資源の交流及び活用を図ることで、地域の活性化
と相互の発展に寄与
※受託研究等の実施

美祢市 R2/8/27

人的・知的資源の交流及び活用を図ることで、地域の活性化
と相互の発展に寄与
※「みね健幸百寿プロジェクト」において市民の健康寿命を
延伸するための方策検討

周防大島町及び山口県立
周防大島高等学校

R3/4/28
人的・知的資源の交流及び活用を図ること
で、地域の活性化と相互の発展に寄与
※アロハ・プロジェクト
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ＰＢＬ教育等
・企業等と連携し、学生が主体的に課題解決に取り組むＰＢＬ
（Project Based Learning:課題解決型学習）を積極的に展開

※令和２年度実績 ７プロジェクト
令和３年度予定 ８プロジェクト

〔基盤教育：全学共通〕課題解決のための基礎的実践力を涵養する教育プログラム

・キャリアデザインに直結するインターンシップの充実

・国際交流・異文化交流を通じた諸課題の把握（グローバルな視点・視野の涵養）

・教員・学生の学科混成チームによるアクティブラーニング「やまぐち未来デザイ
ンプロジェクト（仮称）」の創設（R４年～、知の集約・文理横断による課題を解
決する基礎力・構想力等の涵養）

〔専門教育〕具体的な課題解決を目指し、地域貢献に連動する教育プログラム

・看護・栄養・社会福祉学科の専門職養成教育における実習の実施（患者・利用
者・地域の諸課題を解決する能力の涵養）

・国際文化学部の実習・演習系科目、各学科のゼミや卒業論文（研究・制作）、
正課外活動を通じた企業・団体・地域社会等と連携した課題解決型プログラム
の質・量における充実

4



地域共生センター

教育・福祉・医療等の分野に従事する方々のスキルアップ
のための研修等を開催
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講座名 開催日

キャリアアップ研修
発達障害の理解と具体的な支援

令和３年８月13日

キャリアアップ研修
カウンセリングの理論とスキル

令和３年９月２日(木)

キャリアアップ研修
医療施設向け感染対策研修

令和３年９月25日(土)

キャリアアップ研修
高齢者入所施設向け感染対策研修

令和３年10月２日(土)

キャリアアップ研修
在宅医療・通所サービス向け感染対策研修

令和３年10月30日(土)

キャリアアップ研修
看護学臨地実習指導のＡＢＣ

令和３年４月24日
12月18日

桜の森アカデミー
認知症ケアリーダーコース

令和３年９月(約５日間集中)



高大連携プログラム①
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山口県立大学看護栄養学部栄養学科主催の「お弁当の日プ
ロジェクト料理教室 一切合切常備菜」へ野田学園高等学
校の生徒７名が参加（2019年６月）



高大連携プログラム②
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「はーと♡ふくし講座」・「はーとボランティア講座」

・社会福祉学部では、大学生による高校生のための「はーと♡ふくし講座」と
「はーとボランティア講座」を毎年開催
※野田学園高等学校、華陵高等学校、周防大島高等学校など県内１７校延べ
１４２名が参加

・教職課程生や福祉系ボランティアサークルのメンバーが、地域の高校生に
社会福祉の知識や大学生の行っているボランティア活動を紹介

・学生と福祉を学んでみたい高校生が、共に学び合う、アクティブ・ラーニン
グを導入した学習プログラムを立案



地域実習等の教育効果 （授業種別 授業評価結果より）

授業評価（講義）：全学科
2018

（N=5868）
2019

（N=5020）
2020

（N=8361）
1.興味・期待 4.13 4.19 4.20
2.シラバス 4.07 4.14 4.15
3.熱意・誠意 4.30 4.40 4.44
4.授業準備 4.36 4.46 4.47
5.本・資料の紹介 4.10 4.23 4.23
6.意欲・理解への工夫 4.12 4.23 4.22
7.教員の話し方 4.22 4.33 4.34
8.関心・理解度の考慮 4.03 4.14 4.13
9.雰囲気 4.14 4.23 3.99
10.理解度 4.12 4.21 4.19
11.満足度 4.17 4.27 4.27
12.授業後の学習 4.07 4.16 4.12
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授業評価（学外実習）：全学科
2018

（N=19）
2019

（N=12）
2020

（N=17）
1.興味・期待 4.26 4.33 4.41
2.シラバス有効性 4.21 3.75 3.88
3.熱意・誠意（担当教員） 4.26 3.92 4.12
4.熱意・誠意（実習指導 4.47 4.25 4.41
5.目標・課題への指導 4.58 4.25 4.00
6.適切なオリエンテーショ 4.26 4.33 3.71
7.実習計画・プログラム 4.58 4.08 4.06
8.問題、不安への対応 4.32 3.75 3.82
9.実習記録 4.11 3.83 4.06
10.文献・資料 3.63 3.75 4.35
11.雰囲気 4.68 4.50 4.29
12.満足度 4.53 4.25 4.12
13.実習後の学習 4.37 3.83 4.06
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８



山口県公立大学法人評価委員会における意見①

・地元高校からの進学者について考えたとき、今後は、
中学生や高校生の子どもたちに対する働きかけをしっ
かりしていくことが方向性として必要。

・大学生や地元企業で働く、あるいは地元で起業してい
る若者をメンターとして、いろいろな取組で高校生に
関わってもらっているが、高校生や中学生は自分と世
代の近い方々・先輩を見て、大変刺激を受けている。

・県立大学は、これまで多様な地域貢献に取り組まれ、
学生や先生が地域に出て行かれているが、そこで子ど
もたちとの関係構築にも力を入れ、県立大学という存
在をアピールしていくことも必要。本などによる知識
だけでなく、自分が実際に地域に行って経験を得るこ
とによって、地域との距離が縮まると考えられる。

・地域貢献を軸にする大学においては、中学生くらいか
ら長い期間にわたって地域でいろんな経験を積み重ね
られるよう考えて行く必要がある。
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山口県公立大学法人評価委員会における意見②

コロナ禍で様々な制約があると思うが、企業と
県立大学が１対１で交流するだけでなく、複数
の企業と合同で交流するなど、より効果的な方
法も検討し、企業との連携を深めてほしい。
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第三期中期計画：山口県立大学コンソーシアム形成



国の動き：学びの多様化・複線化

■ニューノーマルにおける高等教育の姿

・国は、大学等が高校生を対象として行う遠隔・オンライン
も活用した教育機会の提供を促進する。

・高校生が大学の授業科目を履修し、その後、当該大学に入
学した場合には、当該大学において卒業単位として認めら
れる先取り履修の活用を図るため、修業年限の柔軟化が可
能となるよう制度改正を行う。

・大学等は、誰がいくつになっても新たなチャレンジができ
る社会を構築するため、社会人や企業のニーズに応じた実
践的・専門的な教育プログラムの提供等を推進する。
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令和３年６月３日教育再生実行会議 第１２次提言
「ポストコロナ期における新たな学びの在り方について」



県内企業・団体・自治体・高校等との
連携強化等に関する検討の視点について

・県内企業・団体・自治体・高校等との連携方策

・地域貢献型大学として活躍が期待される分野

・リカレント教育等で期待される分野

等
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